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獅子丸一平　完結篇 (1956)

メディア 映画

ジャンル

製作国 日本

色彩 B&W

時間 77分

初公開日 1956/10/24

【解説】
　川口松太郎の同名小説を「危し！獅子丸一平」の結束信二が脚色し萩原遼が監督した。帝の落とし子
として生まれた青年の、剣と恋に生きる波瀾万丈の人生を描く。わずか一年の間に全五作が作られたシ
リーズの完結篇。
　教王護国寺で一平と阿部由景が刀を交えたそのとき、不知火姫の叫び声が響いた。甲斐家再興の願い
が叶ったというのだ。一平は不知火姫と二人で江戸へ戻ることに。そのころ母の茂と弟たちは、一平を
おびき出そうと画策する松平伊豆守の軍勢に追われ、京へ逃げ延びていた。一平は父の仇である北野川
公久を討つことに成功。しかしそのころ幕府と九州勤皇派の諸大名との対立はますます激化していた。

【クレジット】
監督 萩原遼

企画 マキノ光雄

田口直也

小川貴也

原作 川口松太郎

脚本 結束信二

撮影 吉田貞次

美術 川島泰三

音楽 小杉太一郎

出演 中村錦之助

千原しのぶ

喜多川千鶴

小沢栄


